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　我が国では、戦後造成された約1,000万 haの人

工林の過半が既に10齢級以上となり、さらに今

年度末にはその割合が約７割に達すると見込まれ

ています。このように人工林資源の本格的な利用

期を迎えた近年、主伐とその後の再造成がキー

ワードとなっています。現行の「森林・林業基本

計画」において「過去に経験したことのない新た

な段階に入った」と記述されているように、新た

な山づくりの歴史の始まりです。その第一歩とな

る優良種苗の確保に向け、品種開発やその原種の

増殖・配布等を担う林木育種研究・事業の果たす

役割は極めて重要であり、今後数十年後の森林整

備の成果を左右しうるものであります。さて、平

成28年度にスタートした第４期中長期計画は、

今年度は５年目となる最終年度を迎えています。

林木育種センターでは、森林・林業に対する社会

ニーズを踏まえて作成された当該計画に基づき、

エリートツリーや優良品種の開発をはじめ、高速

育種技術の開発、特定母樹等の原種苗木の都道府

県等への配布、トレーサビリティを確保した原種

苗木配布システムの開発、遺伝子組換えやバイオ

テクノロジーを利用した育種技術の開発など、

ニーズに応えられるよう技術開発と成果の普及を

鋭意進めているところです。

　また、第４期中長期計画では、研究開発の成果

の最大化を図るため、新たな取組として、産学官

民との連携・協力や林木育種分野におけるハブ機

能の強化といった成果の「橋渡し」機能の強化が

位置づけられ、林木育種センターでは研究成果の

実用化等に向け、①都道府県や民間企業等との共

同研究、②講習・指導等を通じた林木育種技術情

報の提供、③課題解決に向けたネットワークの構

築、④海外の研究機関等との連携による共同研究

等に取り組んでいます。具体的には、①では用土

を用いない空中さし木法によるスギさし木苗増殖

技術の開発やコウヨウザン、ユリノキ等早生樹に

係る研究、②では都道府県や認定特定増殖事業者

に対する接ぎ木やさし木等の増殖や採種穂園の整

備等の技術指導、「林木育種連携ネットワーク」（会

員：行政、公的機関、苗木生産団体・事業体）や「カ

ラマツ育種技術連絡会」（行政、公的機関）を通

じた技術研修会の開催やメールマガジンの発行等

の情報提供、③では「ブロック会議育種分科会」（行

政、公的機関）や「特定母樹等普及促進会議」（行政、

公的機関、民間林業団体・事業体）等を通じたニー

ズの把握とそのフィードバック、④ではベトナム

やケニア等における共同研究を通じた気候変動適

応策等に資する育種技術の開発等を推進してきま

した。以上のような林木育種分野における研究開

発成果の「橋渡し」について、今後とも関係の皆

様との連携・協力の強化を図りつつ、全国各地の

次代の山づくりに貢献できるよう取組を進めてい

きたいと考えています。引き続き皆様の積極的な

ご参加と取組の活性化へ向けたご協力をよろしく

お願い致します。 
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１．はじめに

　特定母樹は、平成25年に改正された「森林の間伐

等の実施の促進に関する特別措置法」（平成20年法

律第32号）（間伐等特措法）に基づき、特に優良な種

苗を生産するための種穂の採取に適する樹木で

あって、成長や雄花着生性等に係る基準を満たす個

体を農林水産大臣が指定した樹木です。林木育種セ

ンターでは、平成25年度から特定母樹の指定を受け

るとともに、これまで、都道府県等の採種園・採穂園

の整備を推進するため特定母樹の原種苗木（苗木・

穂木）を生産・配布してきました。

　今回は、これまでの取組状況を紹介します。

２．特定母樹の指定状況

　令和元年度末現在、全国で362系統の特定母樹が

指定されています。このうち、林木育種センターで

はエリートツリー（第二世代以降の精英樹）を中心

（約８割）に特定母樹の申請を行っており、309系統

が指定されています（表１）。

表１　特定母樹の指定状況（林木育種センター）

３．特定母樹の原種苗木の配布状況

　林木育種センター・各育種場では、特定母樹の原

種苗木の配布を平成25年度から開始しました。平成

25年度は500本程度だったものが、令和元年度に

は、約16倍にあたる9,331本となりました。（図１）樹

種別に見ると、令和元年度における特定母樹の配布

実績は、スギ7,324本、ヒノキ601本、カラマツ1,282

本、グイマツ124本となっています。

　また、認定特定増殖事業者（間伐等特措法に基づ

き都道府県知事が認定した民間事業体等）への特定

母樹の配布も平成26年度から行っており、令和元年

度は、25事業者に特定母樹の原種苗木2,964本を配

布しました。

４．特定母樹の今後について

　林木育種センターでは、今後も、エリートツリー

を主体に特定母樹の申請を行うとともに、都道府県

や認定特定増殖事業者からの要望に応えるため、適

切な系統管理のもと、効率的な原種の増殖を行いな

がら、都道府県等が整備する採種園・採穂園へ確実

に原種苗木を提供していくことにより、林業の成長

産業化や地球温暖化防止、花粉発生源対策等に貢献

できるよう取り組んで参ります。

（育種部　指導課　福元　信二）

特 定 母 樹 の 取 組 状 況 に つ い て

図１　特定母樹の原種苗木配布状況（樹種別）
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表紙タイトル写真

ケニア森林研究所との共同研究で選抜したメリア（2015年12月植栽）

の様子。（2020年1月撮影）
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9,331

7,944
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5,002

2,951

2,142

568

グイマツ スギ ヒノキ カラマツ

北海道 1 1

東 北 71 14 85

(45) (14) (59)

関 東 37 17 62 116

(37) (17) (62) (116)

関 西 32 35 67

(32) (35) (67)

九 州 39 1 40

(18) (1) (19)

1 179 53 76 309

(132) (53) (76) (261)

　　　（注）：（　）内はエリートツリーで内数
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